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階層型ニューラノレネットワークを用いた医療診断システムの

論文題目 i汎化能力向上に関する研究

審査結果の要旨

本論文では，実用的な医療診断支援システムを実現するため，ニューラルネットワークを用いた新

たな診断システムを提案している．ニューラルネットワークへの入力パターンとして， 2次元画像で

ある胸部X線像から抽出した1次元数値列を用いた．ニューラノレネットワークを用いて，入力パター

ンの異常陰影の有無を判定した．このシステムの汎化能力を向上させるため，入力パターンへの前処

理やシステム構成等が異常検出性能に与える影響を明らかにした．

まず始めに本提案の有効性を検証する予備的検討として，肺里子告頁域の上端からT端までの範閤から

抽出した1次元数値列を，ニューラルネットワークへの入力パターンとして使用し，ネットワークパ

ラメタの変化や入力パターンへの前処理がシステム性能に及ぼす影響を調査した．その結果，学習パ

ターンに対してニューラルネットワークは収束し，異なる複数の異常症例に対して，それらの有無を

正しく検出できることが明らかとなった．

次に， I枚の胸部X線像内における異常陰影分布に対するニューラルネットワークシステムの汎化

能力を明らかにした．肺野内に定められた領域の中から1次元数値列を抽出し，ニューラルネットワ

ークへの入力パターンとして使用した．入力パターンに対するF F 寸前処理，およびサンプラングの

条件がシステムの汎化能力に及ぼす影響を調査した．その結果，肺野内に定められた領域における異

常陰影分布の検出には，パワースベクトルの入力パターンより画素値入力パターンの方が適している

ことが分かった．ニューラノレネットワークシステムの汎化能力に及ぼすF F T前処理の影響が，入力

パターンが含む周期性に関係することが示唆された．更に，画像内の異常陰影分布に対するシステム

の検出感度が，入力パターンのサンプリングラインの幅や長さの影響を受けることが分かった．



次に，学習に使用した画像と異なる画像から得られた入力パターンに対するニューラルネットワー

クシステムの汎化能力を明らかにした．肺野X線像からサンプリングした1次元数値列に対して，画

素値平均化ならびに微分処理による前処理を行い，ニューラルネットワークへの入力パターンを作成

した．その結果，関素値入力パターンを用いたシステムにおいて，高い汎化能力が得られることが分

かった．本システムにおける絢部X線像からの異常陰影検出には，画素濃度の絶対値が重要であるこ

とが示唆された．また，従来研究との比較から，胸部X線像から得られた1次元情報を利用すること

で， 2次元情報と用いた場合とおおむね同程度の検出性能を得ることが可能であることが客観的に示

された．吏に，前処理条件の異なる入力パターン毎に作成した複数のニューラルネットワークを組み

合わせたアンサンブ、ル学習を用いて異常陰影検出システムを構築し，汎化能力を調査した．その結果，

平均化条件の異なる簡素値入力パターンを用いたアンサンブル学習の適用によって，汎化能力は最も

改善された．入力パターンの平滑度を変化させることが，個々のニューラルネットワークの判定性能

を補う上で効果的であることが示唆された＠

以上より，本研究によって，ニューラルネットワークを用いた実用的な底療診断支援システムを実

現するための一手法を示すことができた．ニューラルネットワークへの入力パターンに対する前処理

条件やシステム構成が異常検出性能に与える影響を明らかにし システムの汎化能力を向上させるこ

とができた．

本論文は，工学分野において得られた成果を医学分野に応用した研究であり，広く社会貢献を実現

する上で，その意義は大きい．また，本論文における提案手法は，医療画像のみに留まらず，広く画

像認識一般に応用することも可能である．

以上のことから，本論文は，博士の学位を授与するにふさわしい内容であると認める．




